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□総会資料□ 
１）平成２８年度事業報告 

  ５月２２日 総会（旧中嶋家にて） 事務局長天野氏が活動１８年目にあたり、散居村・屋敷林        

の重要性と将来について問題提起し、出席者の意見交換 

  ７月３１日 立山杉見学会 参加者２７名（会員１４・非会員１３）樹齢５００－８００年の杉大木を

見学．砂防博物館でカルデラの映像を見る．西大森の大石．月岡神社のセンノキ等見学 

  ９月２２・２３日 安曇野より、砺波の屋敷林を見学に「屋敷林と歴史的まちなみプロジェクトチーム

１５名」 岡本晃一宅と高田隼水宅を見学． コスモス荘で懇親会 

  ７月２３日 講話を聴く会（新藤正夫先生の富山風雪賞受賞記念）参加者４９名。神田宅にて  

           先生に「散居村の成り立ちと生活．そして、今後の散居村のあり方と生き方」を聴く 

        講話後、庭を眺め、お茶を頂く． 

なお、実行委員会組織にて（砺波散村地域研究所、砺波郷土資料館、 

        となみ散居村ミュージアム、ＮＰＯ法人砺波土蔵の会、えんなか会、砺波カイニョ倶楽部） 

  １０月８日 カイニョの掃除（武部由美子宅）参加者８名 

 平成２９年 

     ３月２４・２５日 「屋敷林フオーラム」 

安曇野にて（出村・高畑・松村 参加者３名） 

 

４）役員改選（案） 

    代表幹事・出村 忍。 会計・高畑邦男  

幹事・堀 浩一、松田 憲、小幡良和、 

柏樹直樹、金岡奈穂子 

     監事・中田ちず子    

事務局・天野一男、大甲りえ 

 

５）平成２９年度事業計画（案） 

    基本テーマ「市民と共にカイニョを知ろう」      

住民へ行事参加者を募集する 

     １．総会・講演会  

（平成２９年６月３日・旧中島家にて） 

    ２．出前講座 

（子供達へカイニョの良さを伝える） 

    ３．巨木の見学会 

（片貝川上流で、根が大岩を巻き込み、 

生きる執念を感じる大木） 

    ４．カイニョの見学会 

    ５．カイニョの掃除   

 （住民へ掃除希望宅を募集） 

 

 

＊＊＊平成２９年度総会を開催＊＊＊ 

 
６月３日（土）午後１時３０分よりチューリップ公園内の旧中嶋家で囲炉裏を燃し総会を開催し

た。はじめに出村忍代表幹事が挨拶の中で、安曇野へ２度行ったことを。はじめは、屋敷林フーラ

ムに出席したこと。２度目は、５月２９日砺波市農林課主催の「屋敷林先進地視察」に参加し、参

加９名の内、保存樹関係が３名、農林課４名、当倶楽部２名であったことを。その際、補足説明と

して参加した事務局天野より、安曇野市役所での説明のさい、都市計画課・観光課と農林課の３課

が説明下さり、屋敷林が安曇野において如何に重要であるかがうかがわれたこと。 

 

審議に入り、平成２８年度事業報告・会計報告・会計監査報告があり、満場一致で承認された。

平成２９年度は、「市民と共にカイニョを知ろう」を基本テーマに、「出前講座（子供達へカイニョ

の良さを伝える）」・「片貝川上流の巨木見学会」など５つの事業が承認された。 

 

審議終了後、講師 石灰 希先生より「外から見た屋敷林と住民意識」と題し講演を頂いた。先

生は、今年京都大学大学院 地球環境学舎を終了され、論文に砺波の散居村をテーマになされた。

講演では、屋敷林調査でのアンケート結果をもとに説明があり、聴衆はうなずきながら聞き入った。

（資料は別紙）中でも新しい視点として、屋敷林は防災機能を持つという現代的価値を指摘され、

まとめとして「今後の屋敷林は、自然災害に強く、管理が容易、ライフスタイルに適した形態に。

これまで以上に住民の意見や要望を取り入れ、多様な形態を含め再構築を視野に入れた保全策が必

要」とのことであった。 

 

講演終了後、柏樹氏より下記の意見を求められた。「旧中嶋家の屋根の茅の葺き替えを行う予定で

ある。ついては、家の西側のカイニョのスギ数本が邪魔と聞く」 皆さんの意見は？ 現場を見た

方々から「枝を切ればよい」「枝が屋根に近いが、前回の葺き替えで問題は無かった」「スギを切る

のはダメ」などであった。  ３時過ぎに日程を終了した。  後日、総会の模様を北日本新聞と

富山新聞が報道した。 

 

総会の様子 
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●「石灰先生の講演資料● 

 
 


